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こ
と
し
4
月
刊
目
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
期
待
の
中
で
オ
ー
プ

ン
し
た
新
魚
津
水
族
館
は
、
全

国
屈
指
の
近
代
的
施
設
を
誇
り

展
示
魚
類
の
豊
富
さ
に
加
え
て

白
砂
青
松
の
総
合
公
圏
内
と
い

う
条
件
に
も
恵
ま
れ
て
、
多
数

の
入
館
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
開
館
か
ら
百
二
十
五
日
目

の
8
月
ロ
日
に
、

一
応
の
目
標

と
し
た
初
万
人
を
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
当
日
、
午
前

叩
時
お
分
新
潟
県
新
発
田
市
の

主
婦
、
松
本
美
智
子
さ
ん
が
入
館
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
初
万
人
に
達
し
、
市
長
か

ら
記
念
の
絵
皿
と
ホ
タ
ル
イ
カ
写
真
パ

ネ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
松
本
さ
ん
は
、

立
山
に
登
山
さ
れ
た
帰
り
路
当
魚
津
水

族
館
の
見
学
に
お
と
ず
れ
ら
れ
た
そ
う

で
、
良
い
記
念
に
な
る
と
感
謝
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
な
お
水
族
館
で
は
、
初
万

人
達
成
記
念
と
し
て
松
本
さ
ん
以
下
つ

ぎ
の
方
々
に
-
記
念
品
を
お
送
り
し
ま
し

た
が
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
に
、
満
足
し
て
見
学

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

魚津水族館30万人入館者状況

イ固 人 団 体 計 イ庸 考

4 月 中 52，992 20，510 73，502 

5 月 中 86，950 40，272 127，222 

6 月 中 19，194 11，336 30，530 

7 月 中 21，603 10，361 31，964 

8/1-11日 27，220 8，686 35，906 

計 207，959 91，165 299，124 

8/12日 652 224 876 AM10現:3在6 

メ口入 計 208，611 91，389 300，000 

昭和56.8.11現在から30万人へ

内訳

水族館入館者

万人を越える

市長から記念の写真パネルを贈られた松本美智子さん

市
政
の
動
き

(2) 

魚
津
市
議
会
臨
時
会

市
議
会
臨
時
会
は
、
8
月
5
日
に
開

か
れ
、
次
の
議
案
が
議
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
V
議
決
さ
れ
た
議
案

-
m年
度
一
般
会
端
正
予
算

-
市
立
道
下
保
育
園
改
築
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て

4

・
契
約
金
額
一
億
二
千
七
百
六
十

↑

万
円

4

・
契

約

の

相

手

方

-

魚
津
市
経
団
西
町
叩
番
幻
号

朝
野
工
業
株
式
会
社

一一一人目 氏 名 住 所 年齢 職 業 |

300，000 松松本本美泰智子明 新潟県新発田1-市1緑8-町1 48 0 会小社学事2年務生貝

300，001-2 樋樋 口口 一京 子郎 新潟県西蒲原郡巻町 456 5 ガタソンリド経ン営ス

300，003 樋口裕子 大宮市天沼町2-685-8 13 中学1年生

300，100 高木美砂子 埼玉県富士見西1ほ-ず26み-台2 31 王 婦

300，200 小原幸子 石川県松任市新245田-町3 26 金日赤病沢院

300，300 田中 治 富山市松若町 6区 34 会社員

300，400 斎藤正明 大阪市此花区西島6-16-6 69 

300，500 護主益事 上市町郷柿沢 1861 5 会社員
300，600 水野 屋ヌZユて 埼 玉 県戸田市笹24目-2南4 42 会社員

300，700 松松田田憲桃子一 上市町三日市 15 65 3 

300，800 野村美穂子 岐阜県吉城郡国府町金浦 36 農 業

300，900 深山美智子 富山市大泉町2-6-21 52 王 婦

301，000 葛島久子 横浜市緑区長3津016田-町1 35 王 婦
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魚
津
市
は
幻
年
の

4
月
に
市
制
初
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

会
品

l
ν
h
~
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
「
魚
津
市
民
の
歌
」
を
制
定
し、

広
く
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
愛
唱
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

要
綱
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ー
内

容
O
市
勢
を
よ
く
表
現
し
、
市
民
の
誇

り
を
高
め
、
一
般
に
親
し
み
ゃ
す

い
も
の

O
歌
詞
は
、
な
る
べ
く
平
易
で
わ
か

り
や
す
い
も
の

O
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の

2
応
募
期
間

9
月
1
日

ωか
ら
ロ
月
初
日
印
刷
ま
で

(
当
日
消
し
印
有
効
)

9
-m月
号
市
広
報
に
記
載
、
お
よ

び
各
新
聞
に
記
載

3
応
募
資
格

別
に
問
い
ま
せ
ん
。

4
応

募

先
@置冨盟冨2・

魚
津
市
釈
迦
堂

l
i
m
-
-

魚
津
市
役
所
企
画
広
報
室
内

魚
津
市
民
の
歌
選
定
委
員
会
へ

5
審

査

選
定
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
ま
す
。

(
応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。)

6
報

賞
入
選
作
一
位
一
点
一

O
O、
0
0
0円

佳

作

二

点

二

O
、
0
0
0円

(著
作
権
は
、
魚
津
市
に
帰
属
す
る

も
の
と
し
ま
す
。)

7
発

表
町
年
4
月
号
市
広
報
お
よ
び
新
聞
紙

上
に
て
発
表
し
ま
す
。

水族館入館者30万人を越える…2
P魚津市民の歌川叡詞募集………3
1ω身障害者の雇用促進と
所得保障制度・・・・....................4

秋の全国受通安全運動….....・ H ・5
領収書や契約書とu印紙税、、……6
みんなのねんきん…・・・……・・・…ア

あなだの国保・…………・・……・・・8
みんなのスポーツ-……・・…・…・・9
あなだと図書館・..........・・・・・・・・・・10
老人健康診査の実施...........・・・・竹

保健だより・..........・・・・・・・・・・12-----13
お知らせ........................14-----15 

新水族館展示コーナー紹介⑤・・・16

表紙・描いて楽しむ仲間

第

6
回

文
化
講
演
会
の
開
催

自
ら
を
研
鎖
し
、
地
域
文
化
を
高
め

潤
い
の
あ
る
豊
か
な
人
生
を
築
く
た
め

に
は
、
生
涯
学
習

・
社
会
教
育
に
つ
い

て
論
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た

学
習
は
生
活
の
行
動
様
式
の
一
つ
で
あ

り
、
習
慣
と
し
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
行
動
の
演

練
を
す
る
場
の
提
供
こ
そ
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
文
化
講
演
会
も
そ
の

試
み
の
一
端
で
あ
っ
て
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
意
義
深
い
も
の
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
に
よ
り
文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
に

は
こ
ぞ
っ
て
ご
来
聴
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

民y
 

全木

9
月
日
日
幽
午
後
6
時何日

分
か
ら
9
時
ま
で

魚
津
市
農
協
会
館
四
階
大

ホ
ー
ル

腕
を
通
し
て
国
づ
く
り
に
励

む
開
発
途
上
国
の
方
々
と
:
:

マ
講
師
木
全
ミ
ツ
氏
(
き
ま
た
み
つ
)

(講
師
紹
介
)
1
9
3
6
年
福
岡
県

に
生
ま
れ
る
。
父
が
軍
医
大
佐
で
あ
っ

た
た
め
戦
前
は
シ
ベ
リ
ア
で
育
つ
。

1
9
6
0
年
東
京
大
学
医
学
部
衛
生

看
護
学
科
卒
業
。
労
働
省
入
省
。

1
9

6
8
年
1
7
1
年
ま
で
米
国
に
留
学
し

経
済

・
人
事
管
理

・
労
使
関
係

・
教
育

訓
練
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。

現
在
、
労
働
省
職
業
訓
練
局
海
外
技

術
協
力
室
長

(
最
近
サ
ン
デ
ー
毎
日
《
お
ん
な
の

午
後
》
執
筆
掲
載
)

マ
共
催

・
魚

津

市

・
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

.
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

新
川
地
区
振
興
会

マ
協
賛

・
魚
津
社
会
教
育
推
進
会
議
(

魚
津
市
教
育
委
員
会

・
魚
津

商
工
会
議
所

・
新
川
青
年
会

マ
と
こ
ろ

マ
演
題

議
所

・
新
川
経
済
倶
楽
部

・

裏
千
家
淡
交
会
魚
津
支
部

・

魚
津
市
連
合
婦
人
会

・
魚
津

市
母
親
ク
ラ
ブ
連
合
会
)

緊
急
に
職
を
探
し
て
い
ま
す
グ

(
求
職
情
報
)
心
身
障
害
者

警警 希望職鍾 年齢 性別l校居下住 希賃望金 前 暦学歴 免 目午

1 事務員 47 男 高島 10万 電技気術者主任 高卒 電消気防主設任後備術士者

2 事務員 60 男 新白川 15万 事務員 !日専 普酒1)通量;士

3 雑役 52 男 急浜本国 10万 雑事務役員 学各組校 普通

4 経作業 52 男 背柳 10万 配達 高卒 普通

5 雑役 59 男 友道 8万 カドヱーバイ 小卒

6 軽作業 48 女 吉島 8万 l印苫刷関貝係 旧中

7 軽作業 50 女 持寺光 8万 サッシ工 中卒

8 雑役 53 女 友道 8万 十冊除婦 小卒

く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
職
業
安
定

所

(
告
別
1
0
3
6
5
)
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

魚津給画教室

代表 大久保隆文

人聞はだれしも、歌山と描j山ガ

あるように、どんな音痴な方でも

機嫌ガ良いとウキウキして自然と

鼻叡ガ出る。音譜ガあろうガなか

ろうが、声ガ出ょうガ出まいガ、

じようずへだは関係なく楽しけれ

ば良いのガ獣l山である。

ま芝、お金ガあれば、あれもし

だいこれもしだいと夢を見て、 頭

で描く。

その絵の好きな者同志〈老いも

若きも〉ガ、包週木曜日の午後ア

時30分に一日の仕事を終えてこの
絵画教室に集ってくる。

そして、集ってきだだれしもガ

お互いを愛し、遠慮会釈なく話し

合い力メラにも何んにも写せない

自分のl山を描こうとしている。

未完成でもよい、そういう時間

をみんなで楽しんでいるすばらし

い仲間である。

(3) 
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時国

4mm辺
、
完

心
身
障
害
者
の
雇
用
促

佳
〓
好
号
呆
章
同
支

迫

2-rzLτF骨
H
D

心
身
に
障
害
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

本
人
は
も
と
よ
り
家
族
に
と
っ
て
も
、

社
会
的
生
活
、
経
済
的
状
況
に
少
な
か

ら
ぬ
制
限
を
与
え
ま
す
。
こ
の
制
限
を

少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ

の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
心
身
障
害
者
の
経
済
的
安

定
を
図
る
た
め
の
諸
制
度
に
つ
い
て
、

雇
用
促
進
制
度
と
所
得
保
障
制
度
の
二

つ
に
分
け
て
、
そ
の
概
要
を
説
明
す
る

こ
と
に
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
を
お
受
け
に
な
る

時
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳

(
精
神
薄
弱
者
)
を
お
持
ち
に
な
っ
て

い
る
と
便
利
で
す
。

雇
用
促
進
制
度

こ
れ
は
障
害
者
を
新
し
く
雇
用
す
る

事
業
主
や
多
数
の
障
害
者
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
に
対
し
て
助
成
金
を
支
給

す
る
と
同
時
に
、
障
害
者
に
対
し
て
は

就
職
の
た
め
の
技
能
訓
練
や
資
金
の
貸

付
け
を
行
う
も
の
で
、
職
業
安
定
所
が

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

付 o五 O 雇訓た け 9月「心身障害者雇用促進月間」 の賃 主者 (司三 う必障 (イ)0
制就心、 O支入練め心 巨雪 一金支にを安分支事要害心成事

時日甲車 f輔副ミ)開1534答申産金信
号hhii町時 ;十啄与袋詰 の心 12る紹職限会長義皇室 警対
ま通に支練人主常委を訓 i' Ii'W¥  ~.3~‘矛 一身か雇介者度置し設をを 者
す覇対給生にに用詫職練 1fi1佐lf1D市血 (陸月用己最額等ての容雇 存る

iEZ(広三で道主警 警覇(-~ t重要長ち自尽伝喜善芝公 語読
民乏謬塑塑併寸-.1''2_ 企に給の 、発 O 要 、する 設

、車助かかか支とう応 匪暫園短場計三Ae 業支 。適心助万な 整る事 設
心等 月月月給し訓さ /桓画面尋援繍 E闘 は払 用身成円費 備た業 置
身の 間約三三 て練せ f…， ;;，;， iI陸型里明 h 三つ 事障金 用 をめ主
障貸 )九「 、でる I 1'"修桁持統. 分た 業害 の 行にで 助

害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
(
宮
富
山
③
5
2

8
5
)
で
は
、無
料
で
職
業
適
正
検
査
、

そ
の
他
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

以
上
は
助
成
制
度
の
一
部
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
詳
し
い
こ
と
を
お
し
り
に
な
り

た
い
方
、
又
は
心
身
障
害
者
の
雇
用
を

考
え
て
お
い
で
の
事
業
主
の
方
、
就
職

希
望
の
心
身
障
害
者
の
方
は
、
お
気
軽

に
魚
津
公
共
職
業
安
定
所
(
宮
@
0
3

6
5
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
安
定
所
で
は
、

9
月
1
日

か
ら
初
日
ま
で
の
1
か
月
間
を
、
特
に

心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
と
定
め
、

未
就
職
者
の
は
握
や
職
業
の
あ
っ
旋
、

集
団
面
接
の
実
施
等
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活

用
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
保
障
制
度

刊
福
祉
手
当

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
及
び
二
級
の

一
部
、
又
は
こ
れ
と
同
程
度
の
精
神
薄

弱
、
精
神
障
害
を
有
す
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

手
当
額
|
月
一

O
、
0
0
0円

※
国
民
年
金
等
の
障
害
年
金
を
受
給

で
き
る
方
や
、
施
設
入
所
中
の
方
は
受

給
で
き
ま
せ
ん
。

同
児
童
扶
養
手
当

父
に
死
別
し
た
児
童
や
、
父
が
身
体

障
害
者
手
帳
二
級
以
上
の
障
害
者
で
あ

る
児
童
を
養
育
す
る
母
や
養
育
者
に
支

払
わ
れ
ま
す
。

手
当
額

児
童
一
人
の
時
月
三
一
、
二

O
O円

H

二
人
の
時
月
一
二
六
、
二

O
O円

以
下
一
人
増
え
る
ご
と
に
月
二
、
。

0
0円
増
額

※
児
童
と
は
、
m
m
歳
未
満
の
方
及
び

初
歳
未
満
で
概
ね
、
身
体
障
害
者
手
帳

三
級
以
上
又
は
、
こ
れ
と
同
程
度
の
精

神
薄
弱
、
精
神
障
害
を
有
す
る
方
を
い

い
ま
す
。

川
口
特
別
児
童
扶
養
手
当

右
の
程
度
の
障
害
を
有
す
る
初
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
す
る
父
、
母
又
は
養

育
者
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

手
当
額

重
度
障
害
児
一
人
に
つ
き
、
月
三
六
、

0
0
0円
、
中
度
障
害
児
一
人
に
つ
き

月
二
四
、

0
0
0円

※
児
童
が
初
歳
に
達
す
る
と
、
障
害

福
祉
年
金
の
受
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

以
上
詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
社
会

福
祉
課
(
宮
②
2
2
0
0
内
線
2
2
0
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

M
W

障
害
年
金

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
等
に
加
入
し

保
険
料
を
引
き
続
き
初
診
日
の
前
日
か

ら
1
年
以
上
(
厚
生
年
金
は
6
か
月
)

納
め
て
い
る
方
が
、
次
の
程
度
の
障
害

に
該
当
す
る
時
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
(
国
民
年
金
の
場
合
)

一
級
六
七
五
、
九

O
O円

二
級
五
四

O
、
七
O
O円

※
障
害
程
度
、
身
体
障
害
者
手
帳
概

ね
三
級
以
上
、
又
は
、
精
神
障
害
で
、

入
院
す
る
必
要
は
な
い
が
日
常
生
活
が

で
き
な
い
程
度

同
障
害
福
祉
年
金

国
民
年
金
の
か
け
金
を
納
め
た
期
間

が
短
か
い
た
め
提
出
年
金
が
う
け
ら
れ

な
い
が
、
か
け
金
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
や
、
初
診
日
が
初
歳
前
の
方
な
ど
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
一
級
四
三
二
、

0
0
0円

二
級
二
八
八
、

0
0
0円

※
障
害
程
度
は
、

「
一
ご
の
障
害
年

金
と
同
じ
で
す
。
ま
た
、
精
神
薄
弱
も

該
当
し
ま
す
。

コ
ご
・
「
ホ
」
に
つ
い
て
は
、
魚

津
社
会
保
険
事
務
所
(
宮
@
1
4
9
4
)

又
は
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
(
宮

②
2
2
0
0
内
線
2
1
7
)
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(4) 

魚
津
市
心
身
障
害
者
運
動
会

市
民
の
心
身
障
害
者
の
み
な
さ
ん
、

さ
わ
や
か
な
秋
風
の
も
と
、
ゲ
ー
ム
に

運
動
に
、
楽
し
い
一
日
を
す
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

だ
れ
で
も
で
き
る
簡
単
で
、
愉
快
な

ゲ
ー
ム
を
と
り
そ
ろ
え
た
魚
津
市
心
身

障
害
者
運
動
会
、
互
い
に
笑
い
あ
っ
て

く
だ
さ
い
。
励
ま
し
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
の
参
加
大
歓
迎
で
す
。

マ

と

き

9
月
幻
日
側
午
後
1
時
か

ら
4
時
ま
で

マ
と
こ
ろ
総
合
体
育
館

準
備
す
る
も
の
は
、
あ
な
た
と
ズ
ッ

ク
の
み
。
さ
あ
、
あ
な
た
の
日
程
表
に

か
き
く
わ
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
、
魚
津
市
身
体
障
害

者
連
合
会
長
本
元
考
一
(
宮
②

2
1

6
2
)
又
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
課
(
宮

②
2
2
0
0
・
内
線
2
2
0
)
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。
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|

|
9
月
幻
日
j
羽
田
ま
で
の
叩
日
間
|

|

。
運
動
の
重
点

ω歩
行
者
特
に
子
供
と
老
人
の
交
通

事
故
防
止

ω自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

ω無
謀
運
転
と
暴
走
族
の
追
放

。
運
動
の
目
的

こ
の
運
動
は
、
広
く
市
民
に
交
通
安

全
思
想
、交
通
道
徳
を
普
及
徹
底
し
、

正
し
い
交
通
ル

l
ル
と
マ
ナ
ー
の
実

践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が

目
的
で
あ
り
ま
す
。

V
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

魚
津
市
内
で
は
、
最
近
特
に
単
純
な

事
故
で
は
あ
り
ま
す
が
、
物
損
事
故

や
子
供
や
老
人
の
接
触
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
故
の
原

因
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
「
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
」
を
ト
ッ
プ
に
「
わ
き
見
運

転
」
や
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
「
運

転
経
験
未
熟
」
と
続
き
、
こ
の
よ
う

な
傾
向
は
こ
こ
数
年
ま
っ
た
く
変
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断

な
ど
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
基
本
的

事
柄
を
き
ち
ん
と
実
践
し
て
こ
そ
「
事

故
の
な
い
明
る
い
社
会
」
へ
の
第
一

歩
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

V
自
転
車
の
安
全
利
用
へ

自
転
車
は
道
路
の
左
端
を
一
列
に
走

行
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
を
横
断
す
る
際
は
、
い
っ
た
ん

止
ま
っ
て
、
左
右
の
安
全
を
確
か
め

て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。
信
号
機
の

あ
る
交
差
点
で
は
、
か
な
ら
ず
信
号

圃

機
に
従
っ
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

一
ま
た
右
折
す
る
際
は
、
二
信
号

一
で
渡
り
ま
し
ょ
う
。

唱

V
無
謀
運
転
と
暴
走
族
の
追
放

最
近
再
び
暴
走
族
や
無
謀
運
転

が
目
立
ち
、
市
民
生
活
の
秩
序

を
乱
し
著
し
い
危
険
や
迷
惑
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
い
ま
県
下

を
あ
げ
て
暴
走

・
無
謀
運
転
追

放
県
民
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
暴
走
族
が
集
合
し
た
り
、

暴
走
行
為
を
し
て
い
る
の
を
発

見
し
た
ら
、
出
来
る
だ
け
ナ
ン

バ
ー
を
記
憶
し
一
一

O
番
通
報

す
る
な
ど
地
域
や
職
域
ぐ
る
み
で
早

期
善
導
を
図
る
よ
う
市
民
総
ぐ
る
み

で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

V
暴
走
族
追
放
三
な
い
運
動

暴
走
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
に

い
か
な
い
。
を
相
互
に
守
り
ま
し
ょ

、っ。
。
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
に
つ
い
て

8
月
1
日
に
川
原
派
出
所
前
で
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
実
態
調
査
を
行

い
ま
し
た
と
こ
ろ
、

5
5
7
台
の
運

転
者
の
う
ち
、
実
際
シ

l
ト
ベ
ル
ト

を
し
て
い
た
運
転
者
は
わ
ず
か
5
5

人
で
し
た
。
季
節
的
に
は
シ

l
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
す
る
の
は
大
変
な
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
相
互
に
事
故
が
起

き
た
場
合
を
考
え
て
い
た
ゾ
き
自
分

自
身
の
身
を
守
る
た
め
に
一
人
で
も

多
く
の
方
の
着
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

色
q，
b
g砂
b
q
'
b
q
b
ι
J
z
b
q
'
ι
f，
b
q，
b
q
b
b
q，
色

v，
b
q
b色
q
b色
ず
砂

b
q
b

民

宿

の

大

熊

利
用
案
内

3

希
望
が
丘
自
然
の
子
供
の
家

d
t

(
推
名
の
里
)
魚
津
市
大
熊
(
旧

中
山
哲
夫
宅
)
の
利
用
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

児
童
会
や
、
町
内
会
、
グ
ル

ー
プ
等
で
山
里
の
き
れ
い
な
空

気
や
、
自
然
の
緑
に
接
し
対
話
を
探
め

ま
し
ょ
う
。

。
利
用
期
問

。

利

用

料

。
申
込
み
先

日
月
初
日
ま
で

一
人
一

O
O円
(
一
日
)

河
崎
直
通

宮
②
1
7
1
6

社
会
教
育
課
内
線
3
0
8

貯
年
歌
会
始
め
の
お
題
は
「
橋
」

貯
年
歌
会
始
め
の
お
題
は
、

「
橋
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

マ
詠
進
の
期
間

本
年
9
月
1
日
l
m
月
ロ
日

ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、

消
印
が
叩
月
ロ
日
ま
で
の
も
の

を
有
効
と
し
ま
す
。

マ
郵
便
の
あ
て
先

干
聞
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田

一
番
一
号
宮
内
庁
と
し
、
封
筒

に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て

く
だ
さ
い
。

約
但
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

橋

(約33センチメートル)

図)式

(
折
り
目
)

(書

郵
便
番
号

・
住
所
ふ
り
が
な

氏

名
年
月
日
生

職

業

8号線

角
川
ダ
ム

大
エぇ
日

(5) 
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私
た
ち
は

HAE-活
の
な
か
で
、
い
ろ

い
ろ
な
文
書
を
作
成
し
た
り
も
ら
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
文
書
の

な
か
に
は
、
領
収
書
や
借
用
証
書
、
不

動
産
売
買
契
約
書
な
ど
の
よ
う
に
、
印

紙
税
が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
印

紙
税
は
原
則
と
し
て
、
収
入
印
紙
に
よ

っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
文
書
に
印
紙
税
が
か
か
る

の
か
、
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。

@
印
紙
税
の
改
正
に
つ
い
て

日
年
5
月
1
日
か
ら
印
紙
税
の
税
額

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

@
印
紙
税
が
か
か
る
文
書
と
は

印
紙
税
が
か
か
る
文
書
と
は
、
い
ま

説
明
し
た
契
約
書
や
借
用
証
書
、
領
収

書
の
ほ
か
に
、
手
形
、
商
品
券
、
株
券
、

預
金
証
書
、
地
代
、
家
賃
通
帳
、
判
取

帳
、
委
任
状
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
印
紙
税
額
は
、

最
低
二

O
O円
で
、
預
金
証
書
や
委
任

状
な
ど
の
よ
う
に
、
一
通
又
は
一
冊
ご

と
に
定
額
の
も
の
と
、
領
収
書
や
不
動

産
の
売
買
契
約
書
な
ど
の
よ
う
に
、
そ

の
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
に
よ

っ
て
税
額
が
異
な
る
も
の
と
が
あ
り
ま

す。

約
書
に
含
ま
れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
内
容

に
よ
っ
て
は
収
入
印
紙
を
は
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

@
請
負
契
約
の
場
合
に
、
請
負
人
が

完
成
し
た
建
物
な
ど
を
注
文
者
に
引
渡

す
場
合
に
作
成
す
る
「
工
事
引
渡
証
」

に
は
印
紙
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

①
ゐ
義
な
ど
の
雲
取
書
で
あ
っ
て
も
、

営
業
に
関
す
る
も
の
で
な
い
場
合
や
、

記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
が
三
万
円
未
満

の
場
合
に
は
、
印
紙
税
は
か
か
り
ま
せ

ん。@

収

入

印
紙
を
誤
つ
て
は
っ
た
と
き

印
紙
税
の
か
か
ら
な
い
文
書
を
印
紙

税
の
か
か
る
文
書
と
思
っ
て
収
入
印
紙

を
は
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
印
紙
税
法
で

定
め
ら
れ
た
金
額
を
超
え
る
収
入
印
紙

を
は
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
そ
の
文

書
を
税
務
署
に
提
示
し
て
、
還
付
の
請

求
手
続
を
す
れ
ば
、
誤
っ
て
納
め
た
印

紙
税
額
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

@
印
紙
税
を
納
め
な
か
っ
た
と
き

収
入
印
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
文
書
に
、
収
入
印
紙
を
は
ら
な
か
っ

た
と
き
や
、
た
と
え
収
入
印
紙
を
は
っ

て
い
て
も
、
納
め
る
べ
き
印
紙
税
の
額

よ
り
も
不
足
し
て
い
る
と
き
は
、
は
ら

な
か
っ
た
り
、
不
足
し
て
い
る
印
紙
税

額
の
三
倍
に
相
当
す
る
額
(
最
低
額
一
、

0
0
0円
)
の
過
怠
税
が
か
か
り
ま
す
。

又
、
正
し
く
収
入
印
紙
を
は
っ
て
い
て

も
、
消
印
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
印

紙
税
額
と
同
額
(
最
低
額
一
、

0
0
0

円
)
の
漫
忌
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
印

紙
税
が
か
か
る
文
書
に
印
紙
を
は
っ
て

い
な
い
こ
と
を
、
印
紙
税
の
調
査
を
受

け
る
前
に
、
税
務
署
に
自
主
的
に
申
出

た
と
き
は
、
そ
の
文
書
に
つ
い
て
の
過
怠

税
は
、
納
付
し
な
か
っ
た
印
紙
税
額
の

一
・
一
倍
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
印
紙
税
が
か
か
る
文

書
と
そ
れ
に
か
か
る
印
紙
税
等
、
実
際

に
文
書
を
作
成
す
る
と
き
に
、
印
紙
税

が
か
か
る
も
の
か
ど
う
か
、
税
額
は
い

く
ら
に
な
る
の
か
な
ど
、
お
分
り
に
な

ら
な
い
点
は
遠
慮
な
く
税
務
署
又
は
、

最
寄
り
の
税
理
士
さ
ん
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
な
お
印
紙
税
早
見
表
は

「広
報

み
ん
な
の
税
」
同
年
8
月
1
日
発
行
分

に
-
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

「制
釦
判
州
酎
F
U
パ

+
建
築
確
認
・
申
請
手
数
料
の
一
部
が

一
8
月
1
日
か
ら
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

マ
床
面
積
の
合
計
が
百
耐
を
超
え
二

百
肘
以
内
の
も
の
六
、
0
0
0円
が

八、

0
0
0円
に
マ
二
百
ぽ
を
超
え

五
百
訂
以
内
の
も
の
九
、

0
0
0円

が
一
万
二
、

0
0
0円
に
マ
五
百
川

を
超
え

一
千
訂
以
内
の
も
の
二
万
一
、

0
0
0円
が
二
万
六
、
0
0
0円
に

マ
一
千
ぽ
を
超
え
二
千
ぽ
以
内
の
も

の
二
万

一
、
0
0
0円
が
三
万
八
、

0
0
0円
に
マ
二
千
耐
を
超
え
一
万

肘
以
内
の
も
の
九
万
円
が
十
一
万
円

に
マ
一
万
凶
を
超
え
五
万
凶
以
内
の

も
の
十
五
万
円
が
十
八
万
円
に
マ
五

万
凶
を
超
え
る
も
の
三
十
万
円
が
三

十
六
万
円
に
マ
な
お
三
十
肘
以
内
と

三
十
川
を
超
え
百
訂
以
内
の
手
数
料
-

は
従
来
ど
う
り
で
す
。

一
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お
ら
窃
⑩

aw

・ws
a
W

9
月
に
支
払
わ
れ
る

は
増
額
さ
れ
て
い
ま
す

保
険
料
を
納
め
て
う
け
る
老
齢
年
金

や
障
害
年
金
、
母
子
年
金
な
ど
が
、

7

月
か
ら
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、

9
月
に
支
払
わ
れ
る

国
民
年
金
は
、
い
つ
も
の
額
よ
り
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

9
月
に
支
払
わ
れ
る
の
は
、
6
・
7

8
月
分
で
す
が
、

6
月
分
は
、
旧
の
年

金
額
で
、

7

・
8
月
分
は
新
し
い
年
金

額
で
支
技
わ
れ
ま
す
。

支
払
い
額
は
次
の
方
式
で
計
算
さ
れ

て
い
ま
す
。

や
温
打
凶
門
叫
ト
サ
芦
か
強

(
E
h明
ゆ
強
×
叶
)
+

(
型
特
ゆ
強
×
ゆ

両

市

山

市

山

岡

市

川

wv
m山

m山

m山
吊

山

W

E

I
A即
日
骨

H
Om
ρ
日

目

。

引
J

ゃ
れ
。

ι
引

O
配
V
H
O
H
a
O
H
A

標
準
教
プ
?
ソ
牽
引…

F
・9
n
e
H
O守門
Q
苅
V
H
O引↑
O
M
O川
O
円

O
M
刷
。
利
。
引

A

t
eF
戸
戸
戸

p
p
p
F
z
z
hhezr

問

国
民
年
金
の
「
任
意
加
入
者
」
で

す
が
、
経
済
的
理
由
で
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
。

答

国
民
年
金
は
強
制
加
入
が
原
則
で

す
が
、
例
外
と
し
て
、
他
の
公
的
年
金

に
加
入
し
て
い
る
方
の
配
偶
者
や
初
歳

に
な
っ
た
学
生
さ
ん
は
、
希
望
す
れ
ば

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、

η

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

=ご主人は会社の年金=

妙
国
民
年
金
は
、
農
林
漁

業
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
自
営
業
の
方
た
ち
の
た

め
の
年
金
制
度
で
す
が
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。国
民
年
金
に
加
入
す
る

奥さんは国民年金一

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
任
意
加
入
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
質
問
の
よ
う
に
経
済
的
理
由
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、

「
申
請
免
除
」
と
い
う
方
法
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
強
制
加
入
の
方
だ

け
に
適
用
さ
れ
、
「
任
意
加
入
」
の
方

に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
ご
質
問
の
場
合
、

「
任
意

加
入
」
の
方
に
は
、
国
民
年
金
を
や
め

る
道
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

と
、
老
後
は
夫
婦
そ
ろ
っ
て
老
齢
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
途
中
で
、

病
気
や
け
が
で
障
害
者
と
な
っ
た
と
き

は
、
障
害
年
金
、
ご
主
人
に
先
立
れ
て

四
歳
未
満
の
子
供
さ
ん
と
残
さ
れ
た
と

き
は
、
ご
主
人
の
遺
族
年
金
の
ほ
か
に
、

母
子
年
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
は
国
が
運
営
す
る

制
度
で
す
か
ら
、
給
付
費
の
三
分
の
一

を
国
が
負
担
し
て
い
る
ほ
か
、
物
価
上

昇
に
合
わ
せ
て
年
金
額
が
改
正
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
目
減
り

す
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
民
年
金

が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
方
に
と
っ

て
、
大
変
有
利
な
制
度
で
あ
る
こ
と
が

お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま

す。
ま
だ
、
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
今
す
ぐ
、
国
民
年
金
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
や
加
入
手
続
き
は
、
市
役
所
国
民
年

金
係
へ
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

「任
意
加
入
」
の
方
が
、
保

険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
そ
の
期
間

は
、
年
金
額
の
計
算
の
基
礎
に
な
ら
な

い
ば
か
り
か
、
滞
納
期
間
を
残
し
た
ま

ま
、
国
民
年
金
を
や
め
る
と
、
そ
の
期

間
は
、
カ
ラ
期
間
に
も
算
入
さ
れ
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
国
民
年
金
を

す
ぐ
や
め
、
都
合
が
よ
く
な
っ
た
と
き

に
再
び
加
入
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。

56年度保険料第1期

分(7.8.9月分)の

納期は9月30日です。

納め忘れのないよう

今一度確かめてくだ

さし、。

保険料の納入には便利な
口座振替をおすすめします。

年
金
制
度
は
通
算
さ
れ
ま
す

わ
が
国
の
年
金
制
度
で
は
、
国
民
年

金
を
は
じ
め
、
ど
の
制
度
で
も
、
老
齢

年
金

(共
済
組
合
の
場
合
は
退
職
年
金

と
い
う
)
を
、
つ
け
る
に
は
、
加
年
ま
た

は
お
年
の
被
保
険
者
期
間
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
一
生
の
聞
に
は
、
職
業
が

変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
一
つ
の
年
金
制

度
だ
け
で
、
老
齢
年
金
が
う
け
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
そ
の
移
り
変
わ

っ
た
制
度
を
加
え
て
初
年
、
お
年
に
な

れ
ば
「
通
算
老
齢
年
金
(
共
済
組
合
の

場
合
は
通
算
退
職
年
金
)
」
が
う
け
ら

れ
ま
す
。

さ
あ
、
あ
な
た
の
年
金
を
も
う
一
度

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

黒
部
高
等
技
能
学
校

本
校
で
は
、
職
業
転
換
訓
練
課

程
叩
月
度
入
校
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
。
募
集
定
員
及
び
訓
練
期
間

工木 建 機電 機 手ヰ

芸材 築 器気 械 名

10 10 10 10 
定募

員集

年か1 年か1 年か1 
期訓

間練

イ庸

考

。
入
校
資
格

義
務
教
育
を
修
了
し
た
方
で
あ

れ
ば
、
年
齢
性
別
は
聞
い
ま
せ

ん
。

。
訓
練
中
の
特
典

O
授
業
料
は
無
料
で
す
。

O
雇
用
保
険
受
給
者
に
は
訓
練

修
了
時
ま
で
、
雇
用
保
険
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

O
M
W

歳
以
上
の
方
で
、
雇
用
保

険
受
給
者
以
外
の
方
に
は
、

訓
練
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

O
訓
練
修
了
の
際
は
、
公
共
職

業
安
定
所
と
協
力
し
て
、
就

職
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

。
募
集
締
切
日
9
月
末
日

。
そ
の
他

く
わ
し
い
こ
と
は
、
本
校
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

黒
部
市
荻
生
四
一
五

O

富
山
県
立
黒
部
高
等
技
能
学
校

8
7
6
5
@
0
2
5
1
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
褐
で
あ
な
た

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
作
り

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
月
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
保
健
指
導
員
制
定
を
中
心
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
保
健
指
導
員
が
で
き
ま
し
た

市
で
は
、
国
保
の
被
保
険
者
の
保
健

指
導
を
中
心
に
活
動
す
る
保
健
指
導
員

を
作
り
、

8
月

1
日
か
ら
活
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

指
導
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
六
名
の
方

で
、
か
つ
て
は
保
健
婦
と
し
て
活
躍
さ

れ
た
市
民
に
は
顔
な
じ
み
な
方
ば
か
り

で
す
。

多
病
家
庭
な
ど
を
訪
問
し
て
、
き
め

こ
ま
か
い
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
・
委
嘱
さ
れ
た
保
健
指
導
員

赤

石

富

子

友
道g
n
|
4
1
8
9
 

末
広
町
E
n
l
4
3
8
2
 

浜
経
団
宮

n
|
4
3
1
5

天
神
野
新

宮
お
1

3
1
7
7

大
海
寺
野
村

g
n
l
4
1
6
2
 

船
田

安
子

高
松

好
子

山
田
サ
チ
子

宮
坂
千
賀
子

持
光
寺
g
n
1
5
3
1
8
 

.
保
健
指
導
員
の
主
な
し
ご
と

保
健
指
導
員
は
、
多
受
診
や
重
復
受

診
、
多
病
家
庭
な
ど
を
訪
問
し
て
、
主

治
医
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
、
日
常
生

活
の
保
健
指
導
に
当
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
活
環
境
の
改
善
や
、
健
康

相
談
に
も
当
り
ま
す
か
ら
、
せ
い
ぜ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
保
健
指
導
員
は
、

必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
健
康
な
家
庭

生
活
を
確
信
で
き
る
よ
う
に
早
期
受
診
、

早
期
治
療
を
す
す
め
ま
す
か
ら
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

市
で
は
そ
の
ほ
か
、
健
康
作
り
の

一

環
と
し
て
次
の
よ
う
な
活
動
も
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

O
食
生
活
の
改
善
教
室

。
健
康
作
り
の
映
写
会

O
心
の
健
康
管
理
講
演
会

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
婦
人
学
級
や
、

高
齢
者
学
級
な
ど
公
民
館
活
動
を
通
じ

て
各
地
区
ご
と
に
開
催
す
る
予
定
に
し

窪
田
以
美
子

て
い
ま
す
。

開
催
日
時
な
ど
は
、
広
報
や
公
民
館

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

グ
保
険
証
4

を

更
新
し
ま
す

保
険
証
は
、
国
保
に
加
入
す
る
と

一

世
帯
に

一
枚
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
保
険
証
が
叩
月
1
日
か
ら
新
し
い
保

険
証

(青
ワ
ク
)
に
変
わ
り
ま
す
。
今

ま
で
の
保
険
証

(緑
ワ
ク
)
は
使
用
出

来
な
く
な
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ

新
し
い
保
険
証

(青
ワ
ク
)
は、

9

月
中
に
区
長
を
通
じ
て
お
手
元
に
届
け

ま
す
か
ら
、
必
ら
ず
古
い
保
険
証
を
返

し
て
新
し
い
保
険
証
を
受
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

受
取
っ
た
新
し
い
保
険
証
に
、
記
入

誤
り
が
な
い
か
よ
く
確
か
め
、
注
意
事

項
は
よ
く
読
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
保
険
証
の
記
載
内
容
は

9
月

四
日
現
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
日

以
後
に
異
動
の
あ
っ
た
世
帯
は
、
お
手

数
で
す
が
、
保
険
証
を
持
参
の
う
え
市

民
課
国
保
係
ま
で
申
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
修
学
や
長
期
旅
行
の
た
め
に
、

も
う

一
枚
の
保
険
証
が
必
要
な
世
帯
は
、

新
し
い
保
険
証
を
持
参
の
う
え
、
市
民

課
国
保
係
ま
で
申
出
て
く
だ
さ
い
。

一
日
成
人
病
ド
ッ
ク
の

ご
利
用
を
/

保険証で一家安心

先
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
と
お
り
、
市
で
は
国
保
の
被
保
険
者

を
対
象
に
し
た
一
日
成
人
病
ド
ッ
ク
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
二
百
人
の
受
検
者
を
見
込
ん

9
月
の
健
康
メ
モ

秋
の
七
草
は
、
観
賞
価
値
も
高
い

で
す
が
、
い
ず
れ
も
薬
用
と
し
て
用

い
ら
れ
ま
す
。

マ
ハ
ギ

(萩
)

マ
キ
キ
ョ
ウ
(
枯
梗
)

採
集
時
期
は
秋
が
よ
く
根
の
皮
を

と
っ
て
天
日
乾
燥
す
れ
ば
去
た
ん

や
排
膿
に
効
き
目
が
あ
り
ま
す
。

マ
オ
バ
ナ
(
尾
花
)

マ
ナ
デ
シ
コ

(撫
子
)

採
集
時
期
は
叩
月
が
よ
く
果
実
を

乾
燥
後
、
種
子
を
と
り
天
日
乾
燥
、

消
炎

・
利
尿
に
効
き
目
が
あ
り
ま

す
。

※
妊
婦
に
多
量
に
与
え
る
こ
と
は

要
注
意
で
す
。

マ
オ
ミ
ナ
エ
シ

(女
郎
花
)

で
い
ま
す
が
、
先
月
未
ま
で
の
利
用
申

込
は
三
十
件
で
す
、
該
当
年
齢
の
方
は

成
人
病
予
防
の
た
め
に
、
こ
の
機
会
に

是
非
受
検
さ
れ
る
よ
う
か
さ
ね
て
ご
案

内
し
ま
す
。

※
対
象
者
は
、
満
州
歳
か
ら
満
ね
歳
ま

で
の
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
費
用
の
半
額
は
市
で
助
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
機

会
を
利
用
し
て
、
自
分
の
健
康
度
を
は

か
り
、
成
人
病
の
予
防
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
先
月
号

広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
保
欄
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

市
役
所
市
民
課
国
保
係
内
線
2
1
8
番

へ
ど
う
ぞ
。

(8) 

採
集
時
期
は

9
1
m月
ご
ろ
、
根

を
取
り
水
洗
し
、
天
日
乾
燥
。

排
膿

・
浄
血
に
効
き
目
が
あ
り
ま

す。

せ
人

ま
た
洗
眼
薬
に
根
の
煎
液
を
用
い

る
と
よ
く
、
血
眼
草
と
も
い
い
ま

す
。

マ
ク
ズ
(
葛
)

採
集
時
期
は
秋

1
冬
に
か
け
、
根

の
皮
を
除
き
、
板
状
、
角
製
に
し

て
天
日
乾
燥
。

発
汗

・
解
熱

・
せ
き
止
め
に
効
き

目
が
あ
り
ま
す
。

マ
フ
ジ
バ
カ
マ
(
藤
袴
)

採
集
時
期
は
8
月
ご
ろ
で
全
草
を

天
日
乾
燥
し
ま
す
。
浴
湯
に
用
い

る
と
よ
い
か
お
り
が
し
ま
す
。



昭和56年 9月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

み
ん
砲
の

ま。菰

E
V

日
月
刊
日

(
体
育
の
日
)
の
走
ろ
う

か
い
大
会
は
第
六
回
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
大
会
か
ら
魚
津
市
に
も
た
く
さ

ん
の
ジ
ヨ
ガ
ー
が
育
ち
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
繁
華
街
と
違
い
、
田
舎

道
を
走
り
ま
す
の
で
格
好
を
気
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
の
霊
気
楼

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
目
指
す
方
に
は

格
好
の
大
会
だ
と
思
い
ま
す
。

mLm
を

ゆ
っ
く
り
歩
き
走
ら
れ
る
よ
う
、
お
す

す
め
し
ま
す
。
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
家
族
ぐ
る
み
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が

楽
し
め
ま
す
。
そ
し
て
体
育
の
日
を
意

義
あ
る
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き
叩
月
叩
日
(
体
育
の
日
)

受
付
9
時
、
出
発
叩
時

マ
コ

l
ス

A
コ
l
ス
4
M

B
コ
ー
ス
印
刷

ヘ
い
ず
れ
も
吉
田
グ
ラ
J

一ウ
ン
ド
か
ら
石
垣
方
一

/面
へ
の
折
返
え
し

」

マ
参
ノ
加
資
格
年
齢
、
性
別
を
問

わ
ず
A
コ
ー
ス
羽
分

以
内
、

B
コ
ー
ス
2

時
間
以
内
で
走
れ
る

健
康
な
方
に
限
り
ま

す
。

うかい大会

走ろう/

霊気楼ロードレース
大会の足だめし/

催

催

管

主

北
ハ
主

コ
ー
ス
略
図

一O
O円
(
傷
害
保
険
料

ほ
か
)

マ
参
加
申
込
み
叩
月
4
日
制
ま
で
に

市
総
合
体
育
館
窓
口
へ
申

込
み
く
だ
さ
い
。

完
走
者
全
員
に
完
走
賞
を

贈
り
ま
す
。

健
康
診
断
は
各
自
で
行
い

走
行
中
の
事
故
に
つ
い
て

は
応
急
処
置
は
主
催
者
側

で
行
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の

音
荏
は
一
切
負
い
ま
せ
ん
。

マ
参
加
料

マ
表

彰

マ
そ
の
他

近
年
当
市
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
人
口
は
急

激
に
増
え
つ
つ
あ
り
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
、
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、

脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

市
体
育
協
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
期
待

に
答
え
る
べ
く
今
年
度
、
日
本
の
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
水
準
を
も
っ
、
日
本
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
を
当
市
に
お

い
て
開
催
し
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
技
術
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
の

ぶ
つ
か
り
あ
う
、
迫
力
あ
ふ
れ
る
こ
う

歪晴海ケ丘

歪
黒
部

し
た
大
会
は
、
地
方
で
は
あ
ま
り
み
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
市
民
多
数
の
ご
観
戦

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ

と

き

9
月
5
日
出

・
6
日
同

マ
と
こ
ろ
東
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

魚
津
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

マ
入
場
料
無
料

マ
試
合
日
程

試合)1頂試合嚇IJ魚津東部中学校グランド 魚津高校グランド

第 l 12: 00 日本楽器×日本電装

1 1 2 14: 00 豊図自t搬×住友金属 日本電装×吉田工業

日 3 16: 00 豊田自織機×日本楽器 住友金属×吉岡工業

第 l 9: 00 吉田工業×豊田自1搬 住友金属×日本楽器

212 11: 00 吉田工業×日本来菅 日本電装×豊田自織機

日 3 14: 00 日本電装×住友金属

マ
そ
の
他
大
会
当
日
、
会
場
周
辺
は

大
変
困
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
車
は
、
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

第

M
回
富
山
県
民
体
育
大
会

中
学
の
部
グ
総
合
三
位
4

第
弘
田
富
山
県
民
体
育
大
会
は
、

8

月
8
日
j

m
日
ま
で
、
約
2
万
人
の
参

加
の
も
と
県
下
一
円
で
開
催
さ
れ
、
当

市
か
ら
側
名
余
り
の
選
手
が
参
加
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
郡
市
対
抗
で
は
、
中

学
の
部
が
総
合
三
位
、
一
般
の
部
が
総

合
九
位
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

〈成
績
優
勝
〉

マ
団
体
の
部

-
サ
ッ
カ
ー
(
一
般
)
魚
津
ク
ラ
ブ

・
サ
ッ
カ
ー
(
中
学
)
東
部
中
学
校

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
中
学
男
子
)

西
部
中
学
校

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
壮
年
男
子
)

魚
津
ク
ラ
ブ

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
家
庭
婦
人
)

魚
津
ク
ラ
ブ

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(
中
学
女
子
)

魚
津
チ
ー
ム

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
中
学
女
子
)

東
部
中
学
校

・
ラ
グ
ビ
ー
(
一
般
男
子
)

魚
津
工
業
高
校
0
・B

マ
個
人
の
部

・
陸
上
競
技
(
五
千
メ
ー
ト
ル
走
歩
)

古
川
仁
一

・
水
泳
(
中
学
男
子
百
メ
ー
ト
ル
平

泳

)

浦

島

正

行

・
車
球
ご
般
男
子
)

小

竹

豊

吉

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

(ω
歳
男
子
ダ
ブ

ル

ス

)

大

沢
・宮
坂
組

(9) 
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-
馬
術
(
一
般
男
子
)
大
崎
松
男

・
ク
レ
l
射
撃
(
ス
キ
ー
ト
競
技
)

新
野
孝
一

・
重
量
挙
げ
(
成
年
目
匂
級
)

八
倉
巻
外
光

・
水
泳

(
印
メ
ー
ト
ル
平
泳
)

並

木

孝

・
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
ご
般
男
子
)

岩

山

一

男

・
水
泳
(
少
年
捌
メ
ー
ト
ル
平
泳
)

高

慶

忠

-9月の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

27 20 6 6 5 と
日 日

( 日日) (日日)~出日(日) (日) き

罫害者会曜魚体障土会樟嵐呆魚道灘技陸上四市
大会ボルトl魚津市民フソ
会大新齢ル川1婦パ人レ差杯K N B 韓グルポリトl子本男ソ日

イT

事

名

|フ

韓メ品育館弘、 ン吉 tかZ宮野球場市
体E 蛇 争海校高東校部学中

ドグ田 と

フ ろ
ウ

-
-
m
月
の
歩
こ
う
会
ー
ー

日
月
の
歩
こ
う
会
は
、

4
日
に

「椎

名
の
里
」
方
面
へ
行
き
ま
す
。

逝
佃
の
総
合
庁
舎
前
午
前
9
時
初
分

発
鹿
熊
行
き
の
パ
ス
で
、
鹿
熊
ま
で
行

き
、
鹿
熊
l
大
熊
|
稚
名
の
里
と
歩
き

ま
す
。参
加
者
は
、
午
前
9
時
日
分
ま
で
に

総
合
庁
舎
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

(
昼
食
持
参
)

一L
め
海
海
む
コ

FNU

一
一
切
凶
一
一
一
一
一
一
一
=
一
一
。
田

中
日
比
」
吾
邑
官
会
市
川
凶

一
素
晴
ら
し
き
人
生
本
と
の
塁
い
⑥

一

旅

の

本

中
も
う
、
秋
の
旅
行
プ
ラ
ン
は
お
決
め

一
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

中
楽
し
い
旅
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

了

い
プ
ラ
ン
を
た
て
る
こ
と
で
す
。

中
未
知
の
土
地
の
予
備
知
識
に
は
、
「
木

一
曽
路
」
「
京
都
」
「
雲
・
北
陸
」
な
ど
各

中
地
の
観
光
案
内
が
お
役
に
立
つ
で
し
ょ

一
ぅ
。

中
旅
で
一
番
気
に
な
る
の
が
旅
館
で
す
。

一
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
ホ
テ
ル
か
ら
、
気
楽
に

中
泊
ま
れ
る
国
屋
窓
口
や
、
ユ
ー
ス
ホ
ス

一
テ
ル
ま
で
、
限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

中
「
旅
の
宿
ガ
イ
ド
」
「
全
国
個
性
派
ベ
ン

一
シ
ヨ
ン
」
「
全
国
民
室
内
」
な
ど
は
料

出
金
や
、
利
用
方
法
が
わ
か
り
や
す
く
書

一
か
れ
て
い
ま
す
。

中

地

方

色
豊
か
な
駅
弁
は
、
汽
車
の
旅

一
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で
す
。

一一一

「
駅
弁
の
町
」
「
駅
弁
の
旅
」
「
駅
弁
物
語
」

が
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

自
動
車
を
利
用
す
る
方
に
は
、

「
全
国

道
路
地
図
」
「
全
日
本
道
路
地
図
帖
」
「
全

国
ド
ラ
イ
ブ
た
ベ
あ
る
記
」

が
あ
り
ま

す。
借
り
出
し
は
、
ひ
と
り
3
冊
2
週
間

で
す
。
日
歳
以
上
の
方
と
、
体
の
ご
不
自
由

な
方
に
は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
も
、
お

貸
し
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
。

9
月
の
お
し
ら
せ

7
日
側
お
は
な
し

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と

こ
ろ
に
:
:
:
。

引
日
側
、
え
い
が
・
さ
る
か
に

柿
の
種
か
ら
は
じ
ま
っ
た

さ
る
と
か
に
の
戦
い
は
?

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
と
し

よ
か
ん
で
ひ
ら
き
ま
す
。

〈
今
月
の
あ
た
ら
し
い
本
〉

相
歳
か
ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
藤

縄

勝

祐

日
本
人
と
「
間
」
伝
統
文
化
の
源
泉

人
生
読
本
母
親

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
女
心
と
知
恵
袋

新
開
千
枝
子

も
し
も
し
、
聞
い
て

子
ど
も
山
番
編

ふ
り
か
え
っ
て
今

西
田
敏
行
等

古
く
て
新
し
い
科
学

粕

川

照

男

花
の
熟
年
時
代
を

松

本

康

夫

世
界
の
鉄
道
模
型
大
図
鑑

粉
の
秘
密
・
砂
の
謎

園
芸
面
白
川
種

ネ
コ
の
飼
い
方

森

春

子

新
幹
線

弘
済
出
版

人
生
読
本
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

文
房
四
宝
、
墨
の
話

榊

莫
山

こ
の
ほ
か
紹
介
し
た
い
本

・
小
説
な

ど
多
く
さ
ん
入
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。 ニ

輪

講
座
開
催
の
ご
案
内

-R川柳
教
室

と
き

9
月
9
日
制

課
題
「
重
な
る
」
「
雑
詠
」

講
師
木
村
喜
見
城
先
生

食
古
典
に
親
し
む
会

と
き

9
月
日
日
幽

講
師
飛
世
麗
子
先
生

女
朗
読
録
音
講
座

と
き

9
月
3
日
附
、
口
日
附

い
ず
れ
も

と
こ
ろ
市
立
図
書
館

と

き

午

後

1
時
初
分
か
ら

3
時
ぬ
分
ま
で

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
/

拍

羽

川
一
一
明
寸
縦

時

川

崎

〉

h

口
駅
拐
↓
ヨ
ト崎刈間

竹
川
~
士
喜
冨
会
下

3
2
問
ゅ
の
問
一
嶋

田
村
崎

お

--=-ER
晴

宮

崎

間

阿

宿
町

仙

図

市

脚

開

討
点
目
制

秋
の
特
別
休
館
の
お
し
ら
せ

本
の
整
理
作
業
を
行
う
た
め
に
次
の

よ
う
に
休
館
し
ま
す
。

9
月
沼
田
側
か
ら
叩
月
7
日
側
ま
で

で
す
。

8
日
閃
か
ら
開
館
し
ま
す
。

茂
雄

。。

婦
人
市
民
大
学
講
座
(第
9
回
)

マ

と

き

9
月

n日
ω

午
後
1
時
却
分
i
3
時
ぬ
分

マ
と
こ
ろ
本
江
公
民
館

マ

講

師
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

産
業
教
育
研
究
室
長

木
村
浩
一

マ
テ
ー
マ
「
消
費
価
格
」

マ

定

員

印

名(
先
着
順
、
無
料
)

マ

主

催
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

マ

協

賛魚
津
社
会
教
育
推
進
会
議
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老
人
健
康
診
査
の

実

施

/

本
年
も
、
日
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
を

対
象
に
、
老
人
健
康
診
査
を
実
施
し
ま

す
。
実
施
期
間
は
、

9
月
日
日
附
か
ら

叩
月
白
日

ωま
で
で
す
。
市
内
の
内
科

医
院
又
は
、
病
院
に
て
診
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
な
お
富
山
労
災
病
院
で
診

査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
を
し
て

d
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技能検定試験

診
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
診
査

に
よ
っ
て
は
、
健
康
保
険
証
や
老
人
医

療
受
給
者
証
の
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
社
会
福
祉
課

g
n
1
2
2
0
0
(
内
線
2
2
0
)
ま

で
ど
っ
ぞ
。

母
子
家
庭
医
療
費
助
成
受
給

資
格
者
登
録
更
新
手
続
き
を

母
子
家
庭
医
療
費
助
成
受
給
資
格
者

証
の
有
効
期
間
は
、

9
月
初
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
月
1
日
か
ら
新
し

い
受
給
者
証
(カ
ー
ド
)
に
か
わ
り
ま
す

の
で
、
更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
。

。
更
新
手
続
き
期
間

・
9
月
幻
日
か
ら

ぬ
日
ま
で

・
印
か
ん

・
保
険
証

・
日
年
度
受
給
資

格
者
証

(カ
l

。
持
参
す
る
も
の

日本商工会議所

魚津商工会議所

10月11日(日) 午前 911寺より

新川高等学校

1級 2，000円

2級 1，800円

3級 1.500円

4級 1，200円

5級 1，200円

受験料を添え、 9月30日まで

に、魚津商工会議所、八倉巻

へ申込みくださし、ofi② 1200

υ
U
H
 

'
4
E
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<>とき

。ところ

。受験料

。王

。申込み

-56年度- 第 9回 2級小

売商(販売士)検定試験

街
路
樹
等
のせん

無
断
努
定
禁
止

市
街
地
の
街
路
樹
及
び
各
公
園
の
樹

木
等
は
、
街
に
緑
と
う
る
お
い

・
や
す

ら
ぎ
を
与
え
る
大
き
な
目
的
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暑
い
盛
り
が
過
ぎ

る
と
、
こ
れ
ら
樹
木
の
恩
恵
を
忘
れ
て
、

反
対
に
落
葉
等
の
清
婦
に
手
聞
が
か
、

る
と
言
う
こ
と
で
切
断
や
珂
定
を
勝
手

日本商工会議所

魚w商工会議所
10月 7日休) 午後 1時

魚津商工会議所

9月26日(:-1:)

2，500円

受験料を添え、魚津商工会議

所 ・中小企業相談所の八倉巻

へ申込みくださ ¥'¥0 fi② 1200 

a
-
-
a
1
 
・t
'
S
E
B
 

。 王

。とき

。ところ

。争市i-tlJ目

。受験料

。申込み

日
制
リ

、E』
/
回
口
付
ド

f

士
商

会

現

売

売

習

μ
販

小

講

5

級

(

成

2

養

，、
u
h

叫
薗曙

蝋
・
話
相

、

に
さ
れ
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

管
理
は
市
の
方
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

個
人
で
は
絶
対
に
手
を
加
え
な
い
で
く

だ
さ
い
。

ま放
す流県 お標。をで
実は 願識
砲Jい放
まゑ 流
た魚、 色
は種 ころ

平三 再
定い 捕
して 」

ご譲 の

標識放流予定魚種及び放流時期等

飴 極 と き 尾 数 標識の縫類

マダイ 9月下旬 約40，000尾 (僚ヒレ胤カy札ト)
11 5月15日 3，000尾 11 

終了)

ヒラメ 10月中旬 約40.000尾 11 

スルメイカ 9月上旬 約 1，000尾 11 

11 7月上旬 11 11 

11 6 終月5 日 587尾 11 

(了)

サケ(級魚) 10月-11月 約 300尾 迷子札

タチウオ 10月 約 500尾 標識札

あなだも販売士の資格を

とりませんか.グ

…小売業の発展と

消費者サービスの向上一

8月17日(月)-9月16日(水)

9月22日(刈-10月 5日(月)

(=1二 ・日曜 を|徐く 6日間)

11 ，000円

(ハン ドブック代含む)

-申込j明間

・実施WJ日

標
識
魚
が
再
捕
さ
れ
ま
す
と
、
魚
の

生
活
場
所
や
移
動
の
範
囲
が
わ
か
り
、

今
後
の
資
源
増
加
に
役
立
た
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

再
補
さ
れ
た
方
は
、
水
産
試
験
場
、

市
役
所
水
産
課
、
漁
業
協
同
組
合
や
最

寄
り
の
釘
具
庖
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

再
捕
の
報
告
を
さ
れ
た
方
に
は
、
一

件
、
五
百
円
相
当
の
粗
品
を
進
呈
し
ま

す
。

愛されて

伸びゆく庖に

販売士

-受講料

。1)

。2級販売士検定試験日 10月 7日(水)
なお、ハンドブックのお申込み、詳細は魚津

商工会議所・中小企業相談所 (宮② 1200)

の八倉巻までに連絡してくださし、。



結核住民検診

一般市民
成人病検診

⑧のついたとニろ

あなたと市政をむすぷ 広報うおづ 昭和56年 9月1日発行

保健だより

問い合わせは ft22-2200
(内線 231)

母子健康手帳をご持

参ください。

Bコース 昼食をご

持参ください。

-個人票は必ずご持

参ください。

・成人病検診には健

康手帳を持ってい

る方は、ご持参く

ださし、。

(12) 



昭和56年 9月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

-体温は自宅で計って

きて くfごさし、。

・母子健康手帳、印か

んを持参ください。

※接種できない幼児

1.発熱、下痢または心

臓、じん臓、肝臓疾

患などのために治療

している幼児。

2.接種前 1年以内にけ

いれんの症状を起し

たことのある幼児。

3.過去において、この

予防接種により副反

応を起したことのあ

る幼児。

4.その他、接種を行う

ことが不適当と認め

られた幼児は接種で

きませんので、注意

してく Tごさし、。

⑧麻しん(ハシカ)の

接種後 1か月の間隔

をあけてください。

松倉、片員、加

積、道下、経団、

天神、西布施

-第 1期 =3回接種

9月 1日現在、 2歳

児 (3歳児でまだ接

種の終了していない

幼児も含む) 19月
・第2期 =1回のみ接種

第 1!切を 2回-3回
接種終了時で最終接

何日後 1年を経過し

ている 3歳児。

・なお、 4歳児-5歳

児で初回接種の開始

が遅れた幼児は、ジ

フテリアと破傷風の

二概il~合を受けてく
ださい。

き

ジフテリア

破傷風
(三種混合)

せ百日
予

防

総ざらい
接

大町、村木、住吉、上
中島、上野方、本江

松倉、片貝、
下、経団、天...、

総ぎらい

10月6日(刈

10月7日(水)

生後 3か月-1歳半の

聞に 2回実施。

都合で受けられなか っ

た幼児は 3歳児のうち

に'受けましょう 。
ポリオ生ワク

種

犬
の
登
録
と
予
防
注
射

10月13日(刈

生
後
卯
日
以
上
の
犬
は
、
毎
年
一
回

市
役
所
に
登
録
申
請
し
、
鑑
札
を
受
け
、

春
と
秋
の
二
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
の
予
防
注
射
は
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
か
ら
、
重
奇
り
の
会
場
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
の
受
付
け
も
同
時
に
行

い
ま
す
。

マ
登
録
手
数
料

マ

注

射

料

マ
注
射
済
交
付
手
数
料

。
叩
月
2
日
掛

州
9
時
1
9時
ぬ
分

山
川
叩
時

i
m時
初
分

川
口
時
1
日
時
初
分

。
叩
月
3
日
出

州

9
時

l
m時

二
千
百
円

一
千
円

三
百
円

西
布
施
公
民
館

天

神

公

民

館

片

貝

公

民

館

農
協
上
野
方
支
所

州
問
叩
時
叩
分
1
日
時
初
分下
申
色
同
公
民
館

魚
津
保
健
所

間

1
時
1
3
時

。
叩
月
4
日
側

釧

9
時

1
ロ
時

。
叩
月
5
日
畑

山川
9
時
1
日
時

附

1
時
1
3
時

。
叩
月
6
日

ω

馴

9
時
1
9時
却
分
上
中
島
公
民
館

州
日
時

i
m時
却
分
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

川
口
時
i
日
時
初
分
北
山
鉱
泉

。
叩
月
7
日
附

馴

9
時
1
9時
ぬ
分
石
垣
公
民
館

州
日
時
1
日

時

加

積

公

民

館

川
口
時
初
分
i
ロ
時

(江
口
)
江
噛
ニ治宅

@
叩
月
8
日
側

州

9
時

i
m時

日
本
カ
ー
バ
イ
ド
工
業
側
青
島
会
館

山
川
叩
時
ぬ
分
i
ロ
時

経
団
福
祉
セ
ン
タ
ー

市

役

村
木
小
学
校

大
町
小
学
校

秋
の
農
作
業
安
全
運
動
ー
8
月
初

i
m月
叩
日
l
l

近
年
の
農
業
機
械
化
の
進
展
に
伴
い

農
年
来
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
安

全
作
業
で
実
り
の
秋
を
む
か
え
ま
し
ょ

、つ0
.
守
ろ
う
5
つ
の
普
い
.

@
機
械
の
点
検

・
調
整
は
、
必
ず
エ
ン

ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
い
ま
す
。

@
使
、
っ
前
に
、
取
扱
説
明
書
を
必
ず
読

み
ま
す
。

@
機
械
の
日
常
点
検

・
定
期
整
備
を
忘

れ
ま
せ
ん
。

@
見
込
み
運
転
を
避
け
、
確
実
に
操
作

を
行
い
ま
す
。

@
服
装
は
作
業
に
合
わ
せ
て
、
き
っ
ち

り
し
た
も
の
に
し
ま
す
。

所

計
量
器
の
検
査

叩
月
の
日
程

一

富
山
県
計
量
検
{
毒
附
で
は
、
同

一

一
年
度
の
計
量
器
定
期
検
査
を
次
の

一

一
日
程
で
行
い
ま
す
。

一

一
営
業
用
な
ど
に
「
は
か
り
」
を
使

…

一
周
し
て
い
る
方
は
、
近
く
の
検
査

一

一
場
所
で
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

一

一一

と

き

一検査場
所
一
検
発
地
区

一一

二

日
間
有
制
印
刷
ー
す
叫
銃
所
一一一
M
1
7
M
附方
一一

e

一
m一q
t
:
E

一R
4
6
4
R
一地区

一
-

一一
6
K
午前一山時
1

一計
量
器
引
」
道
下
の
一
郎
、
片
丘

一

一
応
同
防
止
同
ほ
控
除
団
晴
陛
」
一

一7
日
一午前
ω
時
1

一魚
津
市
農
協
一日R
b
f
-

一

一一ー
附
一F
判
l

E

一則樹
釦削
b

一加傾地
区

一
-

一
司
司
引
削
川
副
割
ぺ
つ
川
U
什
」
一

一
〔
幽
同
い
い
同
開
佐
は
は
円
」
，
 

・
-l
1
7ド

q
o
tず
i
-

-

-
-

一一
i

山町
一円上判
I

S

-
-U
M

回途絡所
一経
園
地
区

一一

一
オ
叶
ぺ
J

川
門
什
川
河
副
町
制
引
当

一

二
8

畑一昨昨日榊
1

一
諸
説
叶
一
明
竺
民
一
一
手
段
一
.

一
一
ω一午後
3

時

一所主的
措所一如
r即
A

話
創
出
一

・
?
3
1
-
F
q
O乞
f
i
-

-

-

'

一
一E

一日刊…
削山山町
!
一大
町小
学校
一大
町
地
区

一一

-

H
旦
有
利
2
E

-
l
i
l
l
--
i
-

:

{

l

l

l

一--

一二一
ロ川
古存什釧川附
1

一村
木
小
学
佼
一辺下
.
村
木
地
区
一て

一

'一
川日山日旦
一午前
ω
叫時町
1

一I
と

.一
l

川ω坐叫止
一刊刈「M
川
抑
l

一一
+市m
民会館

一H村H
木
の
一餌節即叫‘本江
一一

一一

ωω一血血午T
後
3

時

一司
F4==
宮

一e十.4オ勾
0
-
自
司
I

一

…

新
規
の
は
か
り
、
廃
止
の
は
か

一

一
り
は
商
工
観
光
課
へ
届
出
し
て
く

一

一
だ
さ
い

一

(13) 
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-
市
職
員
採
用
試
験

魚
津
市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
よ

う
に
行
い
ま
す
。

。
採
用
予
定
人
員

・
上

級

一

般

事

務

男

約

2
名

・
上
級
技
術
(
土
木
)
男
約
2
名

・
初

級

一

般

事

務

女

約

2
名

・
初

級

一

般

事

務

男

約

2
名

・
初

級

司

書

事

務

女

約

1
名

・
初

級

消

防

士

男

約

1
名

。
受
験
資
格

0
上
級
一
般
事
務
(
男
子
)

昭
和
町
年
3
月
大
学
卒
業
見
込
み
の

者
で
、
魚
津
市
内
に
住
所
を
有
す
る

者
0
上
級
技
術
(
土
木
)
(
男
子
)

昭
和
ロ
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
お
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

測
量
士
の
資
格
を
有
し
、
又
は
資
格

取
得
見
込
み
で
、
大
学
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
し
、
魚
津
市
内
に
住
所
を

有
す
る
有

0
初
級
一
般
事
務
(
女
子
)

昭
和
幻
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
ぬ
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
者
又
は
昭
和
町
年
3
月
短
期
大
学

卒
業
見
込
み
の
者
で
、
魚
津
市
内
に

住
所
を
有
す
る
卓
司

O
初
級
一
般
事
務
(
男
子
)

昭
和
町
年
3
月
高
等
学
校
卒
業
見
込

み
の
者
で
、
魚
津
市
内
に
住
所
を
有

す
る
半
旬

。
初

級

司

書
事
務
(
女
子
)

昭
和
お
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
幻
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

司
書
の
資
格
を
有
し
、
又
は
資
格
取

得
見
込
み
で
、
短
期
大
学
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
者
で
、
魚
津
市
内

に
住
所
を
有
す
る
半
句

O
初

級

消

防

士
(
男
子
)

昭
和
幻
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
幼
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、

魚
津
市
内
に
住
所
を
有
す
る
卓
司

。
試
験
期
日
日
月
お
日
制

。
試
験
場
所
富
山
市
立
芝
圏
中
学
校

。
申
込
受
付
期
間

9
月
日
日
か
ら
9

月

μ
日
ま
で
。
(
当
日
消
印
有
効
)

。
申
込
及
び
提
出
先
市
役
所
総
務
部

総
務
課
(
職
員
係
)

な
お
、
祥
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
先

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。(内
線

2
5
9
)

-
海
外
移
住
相
談
会
の
開
催

9
月
お
日
開
午
後
6
時
1
9時

マ
と
こ
ろ
富
山
県
民
会
館

m号
室

マ
内
容
映
画
会
及
び
個
別
相
談

マ
そ
の
他
カ
ナ
ダ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
へ
移
住
を
希
望

さ
れ
る
方
は
ご
自
由
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
な
お
当
日
は
、
青
年
海
外
協

力
隊
の
応
募
相
談
も
同
時
に
お
受
け

マ
と

き

し
ま
す
。

詳
し
い
お
間
合
わ
せ
は
、

県
総
務
課
外
事
係

(2
0
7
6
4
@
4
1
1
1
 内
線
部

-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

アピ 都回10 
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{箆

者

-
弁
護
士
に
よ
る
。
巡
回
無

料
法
律
相
談
所
。
開
設

市
で
は
、

富
山
県
弁
護
士
会
の
協
力

に
よ
り
、
巡
回
無
料
法
律
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
民
事

・
刑
事

・
交
通
事
故

等
全
般
に
わ
た
り
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

マ
と

き

9
月
お
日
幽
午
後
1
時
1
4
時

担
当
弁
護
士
杉
本
正
幹
弁
護
士

マ
と
こ
ろ
市
役
所
第
3
会
議
室

-
登
記
手
続
き
な
ど
の

無
料
相
談
所
開
設

富
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
登
記
制

度
の
普
及
と
地
域
住
民
へ
の
奉
仕
の
一

環
と
し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
登
記
手
続

き
及
び
司
法
書
士
業
務
全
般
に
つ
い
て

住
民
の
方
々
の
ご
相
談
(
無
料
)
に
応

じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
訪
く
だ

さ
い
。
マ
と

き

叩

月

1
日
嗣

午
前
日
時
i
午
後
3
時
ま
で

マ
と
こ
ろ
市
役
所
2
階
第
3
会
議
室

マ
主
催
富
山
県
司
法
書
士
会

-
自
衛
官
に
な
ろ
う
グ

マ

資

格

m
l
お
歳
ま
で

マ
受
付
常
時
受
付
(
試
験
場

・
試

験
科
目

・
受
付
時
通
知
)

マ

待

遇

.
特
別
職
国
家
公
務
員

・
初
任
給
八
万
八
千
四
百
円

衣
食
住
無
料
支
給
貸
与
・
実
質
給
与

十
三
万
円

(14) 

-
ボ
ー
ナ
ス
年
三
回
(
四
・九
か
月
分
)

.
各
種
手
当
支
給

一
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
は
、

市
役
所
市
民
課

宮
②

2
2
0
0
又
は
、

魚
津
自
衛
隊
募
集
事
務
所

・
魚
津
市
上

村
木
一
丁
目
二
十
三
番
八
号

宮

@
1
0
3
6

-
危
険
物
取
扱
者
試
験

ω試
験

種

別

甲
種

・
乙
種
全
類

ω試
験

日

日
月
中
旬
(
予
定
)

ω試
験

会

場

富
山
大
学
教
養
部
経
済
学
部

凶

願

書

受

付

日
月
1
日

1
9
日
(
平
ム
疋
)

ω予
備
講
習
会

マ
と
き
、
と
こ
ろ
と
も
に
未
定

な
お
、
日
時
は
、

9
月
中
旬
に
決
定

と
な
り
ま
す
の
で
詳
し
い
こ
と
は
、
魚

津
市
消
防
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

宮
⑫

0
2
9
5
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-
消
防
訓
練
の
実
施

お
年
前
の
魚
津
大
火
を
思
い
お
こ
し
、

反
省
と
、
二
度
と
大
火
を
起
こ
さ
ぬ
よ

う
防
火
思
想
を
さ
ら
に
強
め
る
た
め
、

砂

25 
年
前
の
色

津
大 1
火 .

~}孝命 e自然魚族紹介側
すき

消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

マ

と

き

9
月
刊
日
附
午
後
8
時

マ
と
こ
ろ
真
成
寺
町

・
双
葉
町

・
中

央
通
り
一
帯

マ
訓
練
内
容

こ
の
訓
練
は
、
大
火
当
時
の
気
象
条

件
(
南
西
の
風
日
メ
ー
ト
ル
、
湿
度

お
%
)
の
も
と
、
市
街
地
中
心
部
の

出
火
を
想
定
し
、
防
ぎ
よ
訓
練
を
行

い
ま
す
。

-
行
旅
死
亡
人
の
お
知
ら
せ

次
の
行
旅
死
亡
人
の
通
知
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
心
当
り
の
方
は
市
役
所
市

民
課
へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。

(性
別

・
年
齢

・
身
長

・
発
見
の
場
所

の
順
)

マ
男

m
jお
歳
位
、
身
長

二
ハ
七
勺

石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
地
内

マ

男

初

i
印
歳
位
、
身
長
一
七
三村
ン

外津に面しだ沿岸や内湾の砂地にすみ、海底

力ら30cmほどのところを数尾で涼ぎ、小工ピや

砂中のゴ力イなどを口から海水をふきかけ砂を

掘り返して、すい込むようにして食べる。産卵

期はア、 8月で日没にかけてT尾の雌に数尾の

雄ガよりそし¥O.6rnmほどの浮遊卵を数万個産む。

船釣りや、砂浜での投げ釣りで釣人に人気ガあ

る。淡白な昧で、刺身、吸い物、てんぷらなど

にされる。

石
川
県
河
北
郡
高
松
町
地
内

マ
男

mlω
歳
位
、
身
長
不
明

石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
地
内

マ
女

mlω
歳
位
、
身
長

一
五
六
H

ン

石
川
県
河
北
郡
七
塚
町
地
内

マ
男
却
i
m
w
歳
位
、
身
長
一
七
七
で

石
川
県
河
北
郡
七
塚
町
地
内

マ
女
氏
名
自
称
H
古

賀

忍

生
年
月
日
H
昭
和
ロ
年
日
月
3
日
生

ま
れ
、
住
所
日
岐
阜
市
内

マ
女

ωiω
歳
位
、
身
長

二
ハ三
H

ン

岐
阜
市
地
内

里
親
制
度
の
普
及
と
里
親
開
拓
の
進

展
を
は
か
る
た
め
、
毎
年
叩
月
を
「
里

親
月
間
」
と
定
め
、
各
地
で

「里
親
を

求
め
る
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
運

動
の
一
環
と
し
て
毎
年
富
山
県
社
会
福

祉
協
議
会
が
主
催
す
る
二

日
里
親
会
」

の
里
子
の
受
け
入
れ
に
協
力
し
、
里
親

の
開
拓
推
進
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
施
設
か
ら
四
十
名
余
の
里

子
が
来
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の

児
童
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
協
力
し
て

く
だ
さ
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

マ
実
施
日
は
叩
月
M
日
i
お
日
(
予
定
)

マ
里
親
を
希
望
さ
れ
る
方
は
9
月
初
日

ま
で
市
社
会
福
祉
課
へ
申
出
く
だ
さ

二
日
里
親
」
の
主
旨

一
日
里
親
は
、
養
護
施
設
に
収
容
さ

れ
て
い
る
児
童
を

「一

日
里
親
」
の
家

庭
に
宿
泊
さ
せ
て
児
童
に
は
家
庭
的
雰

囲
気
を
味
わ
せ
、
「
一
日
里
親
」
に
は
、

児
童
養
育
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
里
親
制
度
の
普
及
お
よ

び
里
親
開
拓
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
市
社
会
福
祉
課
へ
連
絡

く
だ
さ
い
。
包
②
2
2
0
0
番
(
内
線

2
2
2
番
)

-
老
後
の
生
活
。
フ
ラ
ン
に

。
新
郵
便
年
金
。

こ
の
9
月
か
ら
郵
政
省
の
H

新
し
い

郵
便
年
金
。
が
全
国
の
郵
便
局
で
発
売

さ
れ
ま
す
。

そ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
、
年
金
に
加

入
し
た
方
が
掛
金
を
払
込
み
、
将
来
、

年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
共
同
財
産
を

つ
く
り
ま
す
。
郵
政
省
が
そ
れ
を
預
か

り
、
蓄
積
運
用
し
て
増
や
し
ま
す
。
そ

の
増
や
し
た
原
資
を
も
と
に
、
加
入
者

が
一
定
の
年
齢
に
達
し
ま
す
と
、
年
金

の
支
払
い
が
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
生

き
て
い
る
限
り
受
け
取
れ
、
年
金
額
が

増
え
て
行
く
逓
増
式
の
終
身
年
金
と
一

定
期
間
決
っ
た
年
金
が
受
け
取
れ
る
定

額
式
の
定
期
年
金
の
二
種
類
が
あ
り
ま

す
。将
来
の
充
実
し
た
日
々
の
た
め
に
、

早
目
に
自
分
で
つ
く
る
年
金
に
着
手
し

ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
魚
津
郵
便
局
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

宮
②

0
4
5
0

1 ・納税ガイドφ 国民健康保険税第2期分納期限9月mJ日|

-
お
話
し
中
で
も
つ
な
が
る

電
話
。
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
。

お
話
し
中
に
か
か
っ
て
き
た
大
切
な

用
事
を
逃
が
さ
ず
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
す
。

操
作
は
簡
単
。
電
話
機
の
フ
ッ
ク
ス
イ

ッ
チ
を
押
す
だ
け
で
す
。

工
事
は
電
話
局
の
中
だ
け
で
す
み
ま

す
の
で
、
お
客
様
の
お
宅
で
の
工
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。
工
事
費
、
債
券
は
不
要

で
す
。
月
々
三
五

O
円
の
使
用
料
で
ご

利
用
に
な
れ
ま
す
。

魚
津
電
報
電
話
局
宮
②

1
0
0
0
へ。。
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⑤ 新水族館展示コーナ-紹介

-
「
天
高
く
ウ
マ
肥
え
る
」
:
・

叩

夏
は
入
道
雲
が
多
か
っ
た
。

日
本
海
の
深
部
や
寒
流
に
す
む
魚
類

守

入
道
雲
は
、
雲
の
峰
は
高
い

を
展
示
し
た
コ
ー
ナ
ー
に
並
ん
で
、
熱

ず

が
、
雲
の
底
は
と
て
も
低
い
。

帯

の

サ

ン

ゴ

礁

や

暖

流

域

に

す

む

魚

類

と

こ

ろ

が

、

秋

は

一

万

メ

ー

を
展
示
し
た
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。

“
ト
ル
ぐ
ら
い
の
空
高
く
横
に
流
れ
る
絹

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
サ
ン
ゴ
と
岩
組
み

問
雲
が
多
く
な
る
。
こ
ん
な
こ
と
も
、
秋

造
形
で
、
七
つ
の
水
槽
で
構
成
さ
れ
て

m

の
空
が
高
く
感
じ
る
原
因
に
な
っ
て
い

い
る
。
水
温
は
常
時
、
二
十
五
度
ほ
ど

お
る
。
暑
い
夏
の
あ
と
の
涼
し
さ
で
秋
は

に
調
整
さ
れ
て
、
カ
ラ
フ
ル
な
サ
ン
ゴ

ペ
食
欲
が
す
す
む
。
ウ
マ
も
肥
え
る
。

た
島

礁
の
魚
達
が
中
心
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
-
旧
暦
8
月
日
日
の
夜
〆

，

.

/

〆'マ
l
p

赤
い
堅
い
う
ろ
こ
で
包
ん
だ
エ
ビ
ス
ダ

叫
の
月
は
中
秋
の
名
必
中

y
ル
M
政
省

イ
、
ア
ヤ
メ
エ
ビ
ス
、
イ
ツ
ト
ウ
ダ
イ
月
。
豊
作
を
願
或
「
リ
ペ
心
溺
燃

や
眼
の
大
き
な
ツ
マ
グ
ロ
マ
ツ
カ
サ
、
っ
て
満
月
の
夜
に

t

六
q
Q
R
-
J

ア
カ
マ
ツ
カ
サ
等
は
色
鮮
か
な
体
で
泳
種
ま
き
を
し
た
り
、

1
.
¥
メ
一

ぎ
、
縞
模
様
の
タ
テ
ジ
マ
キ
ン
チ
ャ
ク

~
子
供
の
成
長
を
願
っ

L
/

，

ダ
イ
、
サ
ザ
ナ
ミ
ヤ
ツ
コ
等
が
組
み
合

Y

て
月
光
を
あ
て
る
風

¥

一

/

っ
て
泳
い
で
い
る
。
ま
た
、
オ
キ
ナ
ヒ

u

習
も
あ
る
。
中
秋
の

一

一

一

メ
シ
は
下
あ
ご
の
長
い
ひ
げ
を
し
き
り

炉
名
月
は
秋
の
豊
作
の

/

一一

¥

に
動
か
し
て
群
れ
、
紫
色
の
ナ
ン
ヨ
ウ

叫
祝
宴
で
あ
る
。
閉
じ
メ

コ

ハ
ギ
は
サ
ン
ゴ
の
聞
か
ら
出
て
泳
ぎ
、

N

イ
ゲ
ツ
で
も
、
明
月
は
四
季
を
通
じ
て

帯
模
様
で
背
び
れ
を
長
く
立
て
て
泳
ぐ
あ
る
が
、
名
月
は
こ
の
月
の
月
だ
け
で

ツ
ノ
ダ
シ
や
ハ
タ
タ
テ
、
口
を
突
き
出
あ
る
。
「
お
茶
の
間
歳
時
記
よ
り
」

し
た
ハ
シ
ナ
ガ
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
ウ
オ
等

詰

.0日日は
敬
老
の
日
H

日
ご
ろ
ご
ぶ

が
水
中
を
舞
う
よ
う
に
泳
ぐ
。
そ
の
他

…

さ
た
し
て
い
る
お
年
寄
り
を
訪
問
し
た

に
網
目
模
様
と
円
形
模
様
の
鮮
や
か
な

J

り
、
ま
た
遠
く
の
お
年
寄
り
に
は
、
便

ア
ミ
モ
ン
ガ
ラ
、
円
形
模
様
の
チ
ョ
ウ

哨
り
に
、
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
添
え

て
送
り
ま
し
ょ
う
。

チ
ョ
ウ
コ
シ
ョ
ウ
ダ
イ
の
幼
魚
、
す
じ

模
様
の
ム
ス
ジ
コ
シ
ョ
ウ
ダ
イ
、
温
滞

唱

の
シ
マ
フ
グ
、
ス
ズ
メ
ダ
イ
、
サ
ク
ラ

蜘

ダ
イ
、
シ
マ
イ
サ
キ
等
が
群
れ
泳
い
で

峨
向

い
る
。

織

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
約
四

O
種
、
約

w

五

O
O尾
が
飼
育
展
示
さ
れ
、
サ
ン
ゴ

岬

礁
の
南
海
の
コ
バ
ル
ト
の
海
や
暖
い
海

訓

を
思
い
浮
べ
る
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。

熱
帯

・
温
帯
海
水
魚
コ
ー
ナ
ー

圃置理圏理・ 編集予

(16) 

200.75km' 
7.9km 
13，150 
23，996人
25，988人
49，984人

印刷/魚津印刷株式会社

(7月末現在)

市の面 積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計

編集/企画広報室


